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はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，受精卵のな

かに在って発生の命令文を秘めている多数の遺伝

子の働きがあります。遺伝学は，この遺伝子との

関連のもとに生命現象を解明する学問であります

が，その最大の特色は，分析的・専門分化指向的

であると同時に，遺伝子を共通項として，すぐれて

総合的・学際的な性格を具えている点にあります。

そのため遺伝学は，従来から生物学の一分野に止

まらず，農学・医学などの応用分野とも深い関わ

りを持ってきましたが，今日では広く生命科学の

中核的役割を担うようになりました。

　国立遺伝学研究所は，このような遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，昭和24年に文部

省直轄下に設置されました。以来35年にわたり当

研究所は地道な研鐙と精進を重ね，数多くの優れた業績をhげて国際的にも広く知られるよ

うになりました。一方，近年における分子遺伝学の目ざましい進歩はバイオテクノロジーの

技術革新をもたらし，それが生命科学のあらゆる分野で利用されるようになりましたが，こ

れに伴って，大学や企業の研究者と共同研究を推進する必要性が益々高まっております。こ

うした学問の趨勢と社会的要請に対応するため，当研究所は昭和59　ti三　4月，国・公・私立大

学等の研究者に開かれた共同利用機関に改組され，文字どおり遺伝学研究のセンターとして

発足いたしました。

　改組後まだ日が浅いのでありますが，公募による共同研究・研究集会の件数は毎年着実に

伸びており，大学院学生等の受託教育にも協力しています。昨年度は遺伝情報研究センター

棟の竣工と電算機のレベル・アップに伴って，全国研究者のためのDNAデータベースのオ

ン・ラインサービスを開始しました。今年度は待望のRI実験棟が竣Ilする予定であります。

しかし名実ともに共同利用機関としての機能を発揮するためには，人的・物的の面でなお充

実すべきところが多く残されており，なかでも外国人を含めた共同研究貝宿泊施，没の整備は

当面の最優先課題であります。

　ところで，大学共同利用機関を母体とする総合研究大学院大学を創、没する構想が実り，い

よいよ本年10月に開学の運びとなりました、、当研究所は明年4月より研究科「生命科”）’：」の

なかの遺伝学専攻の学生を受け人れるべく，目下その準備を進めております。遺伝学研究所

の新たな発展を期し，所貝一同力を合わせて研究所の使命遂行のため粘・杯努力しておりま

すので，関係者の皆さまの一層のこ鞭燵とご支援をお願いするものです。

llLI、71遺伝学研究所長

末永 英
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沿 革 （組織）

昭和24年6月1日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

日召不02gq三7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

H召M…ll44f「F－4月1日

昭和49年4月1日

　　　　6月13日

日召禾II50フ干3　戊j　1　日

　　　　10月1日

昭和51年10月1日

昭和58年10月1日

Ilf’｛　」FU59　fド4月12日

日召禾060師二4月1日

昭和62年1月12Ll

　　　　9月

　　　　10月1日

日召不U63fF　4月8H

日～｛手1163fl：－5　月25日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置、，庶務部，研究第1部，

研究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部

に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遣伝部新設

微生＃勿遺伝部新設

集団遺伝部新設

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

植物保存研究室新設

創立25周年誌発行

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

松永　英　第5代所長就任

国立学校設置浸1の一・部改il－1により匡1、フ1大学共同利）IB機関に改組

遺伝実験生物保存研”／’Cセンター（哺乳動物保イ∫：研究室，無脊椎動物保存

研究室，　‡直物保イ∫：研究室，　微生物イ呆右二研究弓ミ，　遺イ云資源研究室），　遺イ云

情報研究センタ…（構造研究室，紺換え研究室）新設

実験圃場

遺伝情報研究センターに合成研究室，遺伝情報分析川：究室新設

DNAデータバンク稼動

DNAデータベー一一スォンラィンサー．．一ビス開始

松永　英　所長再任

放射線・アイソトープセンター新設

遺伝情報研究センタ…に遺伝∫一ライブラリー研究室を新設

国、ン1学：校設i日：法の・部改1ビにより，総合川：究大学ll完大学の設置決まる．、

（，1：．‘1㌃↑“i・”）’：イリド《ヒ不“1・」旦fA－・’γ：〔㌧〔J父，［lr｛不II63fド10J封旧”γ：，日㍑不II64“：－4Jl”｝ノソヒ入、’Y：）

資料展示室
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沿 革 （施設）

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和53年7月

昭和55年5月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

昭和60年3月

昭和62年1月

　　　　3月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

水田温室

日長鯛節装置
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概 要

目　　　　的

　大学等における学術研究の発展に資するため，国立学校設置法（昭和24年5月31日法律第

150号）第9条の2に基づき遺伝学に関する総合研究を行うことを目的として設置された国

立大学共同利用機関である。

共同利用
　全国の大学の教員その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一’の研究に従事する者

の利用に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する。

大学院教育

　大学の要請に応じ，当該大学の大学院に

おける教育に協力する。

運　　　　営

　国立大学共同利用機関の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の

管理運営に関する重要事項について，所長に助言する評議員を置くとともに，共1司研究計画

に関する事項その他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて

所長の諮問に応じる運営協議員を置く。また，所長の求めに応じ必要な事項について調査・

検討を行うため，所内に各種委員会を置く。

・舷・

ぶ講

冬

源澱．

250余種に及んで系統保存している八重桜並木 春
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組 織

機構図

評

議

員

議

運

営

協

議

員

分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

研究施醗

遺伝実験生物保存

研究センター

遺伝情報研究
セ　 ン　 タ

放射線・アイソトープ

セ　ン　タ

場

（昭和63年4月8日現在）

庶　　　務　　　課

　　　計　　　課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

※生理遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　※印は客貝研究部門を・1、す．

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室
微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構逗研究室
組換え研究室
A　成　研　究　室

遺伝情報分析研究室
遺伝子ライブラリー研究室

5
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定員表（昭和63年度）

所　　長 教　授 助教授 助　　手 小　　計
技　　　官
i技術課）

事務職員等
i管理部）

合　　計

1 12（5） 19（5） 27 59（10） 20 22 101（10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）（

職員等（昭和63年7月1日現在）

　　　　　所　　　長　　松　永　　　英

　　　　　　分子遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　石　濱　　　明

分子遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　石　濱　　　明

　　　　　助　教　授　　福　田　龍

　　　　　助　　　手　　藤　田　信　之

　　　　　助　　　手　　永　田　恭　介

変異遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　瀬　野　桿

　　　　　助教授　鮎澤　大
　　　　　助　　　　手　　手　塚　英　夫

核酸化弊貿研究嚇i田Xt　3

　　　　　教授（併）　吉川　寛
　　　　　（大阪大学医学部）

　　　　　客員教授　 内田久雄　　　　　（帝京大学教授）
　　　　　助教授（併）　　水　本　清　久
　　　　　〔東京大学医科学研究所）

　　　　　　細胞遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　森　脇　和　郎

細胞遺伝研究部門

　　　　　教授森脇和郎
　　　　　助教授　今井弘民
　　　　　助　　　手　　城　石　俊　彦

微生物遺伝研究部門

　　　　　助　教　授　　安　田　成

　　　　　助手西村行進
　　　　　助　　　手　　原　　　弘　志

細胞質遺伝客員研究部門

　　　　　客員助教授　米川博通
　　　　　（埼玉県立がんセンター主任研究員）

）内の数は客員研究部門の教官数（外数）である。

　　　　　　個体遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　黒　田

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　杉　山

　　　　　教　　　授　　名　和

　　　　　助　教　授　　藤　澤

　　　　　助　　　手　　清　水

形質遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　黒　田

　　　　　助　教　授　　村　上

　　　　　助　　　手　　湊

　　　　　助　　　手　　山　田

生理遺伝客員研究部門

　　　　　教授（併）　嶋田
　　　　　（丁葉大学［民学部）

　　　　　助教授（併）　　井　出
　　　　　（東北大学理学部）

　　　　　　集団遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　原　田
　　　　　　　　　　　　く太　　田）
集団遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　原　田
　　　　　　　　　　　　いタ　　Hi）
　　　　　助　教　授　　高　畑

　　　　　助　　　手　　青　木

進化遺伝研究部門

　　　　　助教授　土川
　　　　　助　教　授　　五條堀

理論遺伝客員研究部門

　　　　　客員教授　　木　村

　　　　　助教授（併）　　宮　田
　　　　　（九州大学理学部）

行　昭

　　勉

三　郎

敏　孝

　　裕

行　昭

昭　雄

　　清

正　　明

　　裕

宏　之

朋　子

朋　子

尚　之

健　一

　　清

　　孝

資　生

　　隆
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　　　総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　授　今村　孝
　　助教授　藤山秋佐夫
　　助　 手　寳来　聰
　　助　 手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教授沖野啓子　　　　　　くぷ　　ラ
　　助教授　遠藤　 徹
　　助　手　平岡洋一郎　　　　　　（佐　　藤）
応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　武
　　（九州大学生体防御医学研究所）

　　客員教授　米澤勝衛　　（京都産業大学国土利用開発研究所教授）

　　　研究施設
遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）杉山勉
　　助教授　井山審也
　　助教授　渡辺隆夫
　　助教授　佐野芳雄
　　助　 手　宮下信泉
　　助　 手　上田　 均
　　助　手　西村昭子
　　助　手舘野義男
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　　瀬　野　桿　二

　　助教授　池村淑道
　　助教授　廣瀬　 進
　　助教授　宮澤三造
　　助教授　嶋本伸雄
　　助　 手　林田秀宜
　　助　 手　松本健一
放射線アイソトープセンター

　センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人
実験圃場
　　圃場長（併）　井山審也

　　助　手中村郁郎

　管理部
管理部長　原　 俊男

庶　務　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長
　　共同研究係長

会　計　課
　　課　　長
　　課長補佐
　　経理係長
　　用度係長
　　管財係長

　　　技　術

　　課　　長
動物班

　　班　　長
　　第一技術係長
　　第二技術係長
植物・微生物班

　　班　　長
　　第一技術係長
　　第二技術係長
機器班

　　班　　長
　　第二技術係長

氏家　淳
内田茂治
澤入新一郎

酒井清人
秋山啓剛
山本　 勉

谷口博史
岩城英一
渡邊　 裕

小田敏雄
佐藤隆司

課

鬼丸喜美治

三田受彦
原田和昌
榊原勝美

玉井　 勉

吉田　 嵩

田村仁一

越川信義
原　 雅子

7
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評議員会議及び運営協議員会議

評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

　飯

　市

　今

○江

　岡

　小

　尾

　木

　桑

　酒

　高

　中

　長

　野

　早

　堀

　山

◎山

　渡

野

川

堀

上

田

関

上

村

原

井

浪

井

倉

村

石

尾

縣

村

辺

徹

惇

宏

信

節

治

久

資

章

文

準之助

達

武

弘

雄

雄　東京大学教授（理学部）

信巖藁奏霞学院齢

三　鳴門教育大学長

雄　東京大学名誉教授

　　岡崎国立共同研究機構
人
　基礎生物学研究所長

男　京都大学教授（理学部）

　　大阪産業大学教授（経済学
雄　　部）

生国立遺伝学研究所客貝教授

吾東邦大学理事長

徳　日本学術振興会理事長

満　京都大学化学研究所長

　　浜松医科大学長

郎　岡崎国立共同研究機構長

次実験動物中央研究所長

イ彦　人阪医科大学長

　　大阪大学たんぱく質
　　研究所長

忠　京都大学教授（農学部）

　　大阪大学名誉教授

格慶応義熟大学名誉教授

◎印は議長，○印は副議長を小す。

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

　石　和　貞　男

　大　澤　省　三

　岡　田　益　吉

○佐々木　本　道

　竹　内　拓　司

　常　脇　恒一郎

　中　島　哲　夫

　福　田　一　郎

　三　浦　謹一郎

　吉　川　　　寛

所

　石

　瀬

　森

　杉

◎黒

　原

　今

　沖

内（省令順）

（太HD

濱

野

脇

山

田

田

村

野

桿

和

行

朋

啓

明

郎

勉

昭

子

孝

子

お茶の水女子大学教授
（理学部）

名古屋大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体研究施設長）

東北大学教授（理学部）

京都大学教授（農学部）

玉川大学教授（農学部）

東京女子大学教授
（文理学部）

東京大学教授（工学部）

大阪大学教授（医学部）

教授（分子遺伝研究系）

教授（分r一遺伝研究系）

教　授（細胞遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（集団遺伝研究系）

教　授（総合遺伝研究系）

教授（総合遺伝研究系）
　（森島）

◎印は議長、○印は副議長を示す。



各種委員会

　所長の求めに応じ必要な事項について調査検討する。

委員会名　　　　　　　　　　委員長

系統保存委貝会

DNAデータ研究利用委貝会

組換えDNA実験安全委員会

予算委貝会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育研究委貝会

セミナー委員会

図書委貝会

共通機器委員会

電子計算機委貝会

放射線安全委貝会

発明委貝会

動物実験委貝会

排水等処理委貝会

実験圃場運営委貝会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　　　　　　　　、、t，大

岡

笠

木

駒

近

斎

坂

羽

田

原

下

形

藤

尾

口

　　～鉱

益　吉

基知治

俊　郎

和　男

恭　司

乾一二郎

文　吾

森脇　和郎

石濱　　明

瀬野　桿二

黒［1］　　　イ「i－Hfl，

石濱　　明

黒田　行昭

森脇　和郎

高畑　尚之

沖野　啓子
（森島）

今村　　孝

原田　朋r・
（太田）

瀬野　桿二

今村　　孝

森1脇　　　不II01～

杉山　　勉

井山　審也

岡山理科大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物利学系）

法政大学兼任講師

北海道人学教授（農学部）

東京人学教授
（応用微生物伺究所）

八木li’d念ノs’一一一ク

実験動物研究所長

束京人学教授（農学剖～）

JL州人学名誉教授

阪　本　寧　男

常脇恒一郎

野　村　達　次

占　里　和　夫

由　良　　　隆

吉　川　　　寛

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物巾央研究所長

浜松市フラワーパーク技術顧問

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデータ研究利用委員会

所外委員（五十音順）

伊

磯

内

大

大

小

金

堀

宮

11

藤

野

田

井

澤

関

久

浦

田

川

　　彬

克　巳

久　雄

龍　夫

省　三

治　男

　　實

　　寛

謹一郎

　　隆

　　寛

東京大学助手（医科学研究所）

神戸大学教授（理学部）

帝京大学教授

京都女r・大学教授（家政学部）

名占屋大学教授（j理学部）

京都大学教授（理学部）

京都．k学教授（化学研究所）

広島大学助教授
（原爆放射能医学研究所）

東京大学教授（1：学部）

ノしr♪卜1大学llノ∫教」受（理学部）

大阪大学教授（医学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

青木久尚1 o繊薗欝音1～）

岩城之徳1 o嚥灘部）

9
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予 算

昭和63年度当初

1
（単位　千円）

人 件 費 507，159

運 営 費 11，571

設 備 費 30，290

1
そ の 他 526，872

合 計 1，075，892

l

ri

1

＜インドネシアでみつけた原始的
　な栽培イネ。遺伝的には日本の
　栽培イネに近いが，形はとても
　違う。

江戸時代に愛玩用として飼育されてい〉
たジャパニーズ・ファンシー・マウスの
血を受け継いだマウス。日本ではすぐ
に絶滅したが，最近デンマークのペッ
トショップで再発見され，里帰りした。
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研究のねらいと研究活動

分子遺伝研究系

1．分f遺伝研究部門では，細菌，培養細胞及び動物ウイルスにおける遺伝情報の転写とそ

の制御の機構を分rレベルで研究している、，

2．変異遺伝研究部門では，染色体複製と組換えの機構や，突然、変異誘発機構とそれを修復

する細胞機能を分了’レベルで研究している，、

3．核酸化学客貝研究部ri’1では，核酸の構造及び機能の化学的研究を基盤として，遺伝r’の

　複製や発現制御機柑「の解明をめざしている、，

憲’

4

瀞
’．“s

トレーサー棟

藤嘘

インフルエンザウイルスの粒子と遺伝子の構
造．遺伝子は8本のRNA分節よりつくられ
ている、、

隔離ネズミ処理装置



14

分子遺伝研究部門

　遺伝子は，細菌（大腸菌）でも数T－，ヒトではその100　一一　1，　OOO倍もあると推定されている。

ところが，そのうちで発現されているものは，大腸菌では数10％以下，ヒトでは，1％以ド

である。生物が，その生活環境に応じて，どの遺伝∫・を，どれ程に発現させるかを決める調

節のしくみを分rの水準で理解することは，分f遺伝学の究極の目標のひとつである。分J’一

遺伝研究部門では，遺伝子の発現が主として遺伝r・からRNAが転写されてできる段階で調

節されることに注目し，転写とその調節の機構の解明を目的とした研究を行っている。

　（1）原核生物の転写制御のtiJI：究：当研究室で開発された試験管内再構成系を利用して，遺

　　伝f一の転写信号強度の調節機構や，転写装置RNAポリメラーゼの機能変換による転写

　　制御機構の解明が進められている。新たに発見された転”∫因J’一については，蛋白構造の

　　知見から出発して遺伝rを同定し，人「変異を導人することによってその生理機能を検

　　証する研究が行われている、、

　（2）真核生物の転’り1制御のイiJl：究：真核生物の転’∫∫制御の研究は，動物ウイルスや培養細

　　胞を素材として行われている、，インフルエンザウイルヌ、などのウイルス粒J’・から純化さ

　　れたRNAポリメラーゼの分∫’解剖によって，多機能酵素の実体の解析が進められてい

　　る。また，感染後に，宿主細胞因J’一とも相η1作川をしながら，その構造と機能が変動す

　　る様相や，ウイルス感染に伴なう宿1三細胞遺伝r発現の変動が分J’・の水準で解析されて

　　いる。

■‘　■A　■¢　■a

　大腸菌各種遺伝子の転写開始点を指令する信
　号（プロモーター）の構造、，RNA合成開始
　点の上流2ヵ所に共通構造（－10信号と一35
　信号）がある，、

研究者及び研究補助者
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変異遺伝研究部門

　当研究部門では体細胞遺伝学及び分子生物学の方法論を用い，哺乳類細胞のゲノムDNA

の安定保持機構の解明を，特に核酸代謝，DNA複製及び修復との関連で進めている。その

成果は，遺伝的変異の誘発機構，及び関連の遺伝性疾患や発がんの分子機構の理解につなが

る、，

　（1）増殖必須遺伝子の発現を指標にした細胞周期制御1機構の研究：体細胞は増殖と分化の

　　両面をもつが，その選択は細胞周期に依存する，，したがって，細胞周期の研究は単に増

　　殖のみならず細胞分化の研究につながる。当研究部門では増殖律速酵素であるチミジル

　　酸合成酵素（thymidylate　synthase）の遺伝r発現を指標に，遺伝r一を種々にデザイン

　　して作製したミニ遺伝f・を駆使し，細胞周期制御機構の解明に取り組んでいる。

　（2）生理的ス1・レスによる変異誘発機構の研究1抗葉酸剤Methotrexateや弗化ピリミジ

　　ン5－fluorouraci1によるチミジル酸合成酵素の阻害は細胞内デオキシヌクレオチドブ1・一一

　　ルの不均衡をもたらし，DNAの複製に連動した致死性の特異的2重鎖切断を誘発する。

　　その結果は染色体異常や姉妹裟と色分体交換，遺伝了・組換えの誘発につながる。DNA切

　　断に関り・する誘導性エンドヌクレアーゼ及び切断部位の特異性の研究をすすめている、，

　　本現象は体細胞がもつ潜在的白爆能の一・つであろう，，ちなみに，精神遅滞等の臨1末症状

　　を伴う男児のX染色体の脆弱部位（fragile　site）は本チミジル酸ストレスで誘発される，、

　（3）DNA損傷修復機構の突然変異体マウスを川いたllJ　1’究：巳細lf｜1．　fi’1二拡張性失調り；ll（ataxia

　　telangiectasia）は高発がん性の遺伝疾患であるt、患者山来の細胞はX線及びγ線に高感

　　受性で，DNA損傷の修復過程の障害が指摘されているt，）’1］研究部II1」でC、土，上記の疾患

　　に酷似し、かつ免疫不全を示す突然変異体マウスwastedを用いてlll；’i：　J，1；iの臓器特異性及

　　び関連修復酵素のイ1｝f究をすすめている，，

放射線高感受性のマウス突然変異体wasted（左）と　　八
その兄弟の正常なマウス

研究者及び研究補助者

（学

iJレ

’！レ

，1’

ト

YO36912Lv kb

頃325

＝275
－・■（200

司100

チミジル酸ストレスは染色体DNAを100キロ
塩基対毎に切断する（ハルスフィールド電気
泳動による解析結果）
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1

‘1

核酸化学客員研究部門

　生物の遺伝子の化学的実体は，DNAであるが，ウイルスの世界では，　RNA遺伝子をも

つものも少なくない。当研究部門では，DNAまたはRNA遺伝子の化学的特徴と遺伝子複

製・転写における情報伝達機構の相関が，分子論的立場から研究されている。

（1）枯草菌染色体DNAの複製とその制御の分子機構を解明する目的で，複製起点および複

　製制御シグナルのDNA構造の分析，複製に関与する蛋白の同定，　DNA一蛋白相互作用

　の解析が進められている。

（2）センダィウイルスRNAの転写・複製機構を解明する目的で。　in　vitroRNA合成系が

　開発され，この過程に関与する宿主細胞因子の実体の解析が進んでいる。

（3）RNA先端のキャップ構造形成機構と，この過程に関与する酵素の遺伝子構造と発現様

　式に関する研究が進められている。

（4）DNAデータベースを利用して，染色体DNA塩基配列と各種遺伝情報との相関が研究

　されている。

Il
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大腸菌（上）および枯草菌（下）の染色体複製に関与するdnaA蛋白遺伝子とdnaA蛋白識別シグナルの配置
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細胞遺伝研究系

1．細胞遺伝研究部門では，遺伝学的な観点から種分化の過程を解明するために，ネズミ類

　を主体に細胞一，免疫一，生化学一，および分子一遺伝学的な変異の探索を進めている。

　また，野生由来高頻度遺伝的組換えマウスを用いた遺伝子組換え分子機構の研究も始まっ

　た。…方，発癌に対する宿主の遺伝的要因の究明，遺伝子欠損致死突然変異マウスを対象と

するトランスジェニック実験系の確立，昆虫類を中心とした核型進化機構の解明等もそれ

　ぞれ重要な研究課題である。

2．微生物遺伝研究部門では，細菌の細胞分裂の機構，染色体一ヒの遺伝丁の配列と構造，D

　NA複製の開始と終結，ペプチドグリカンの生合成，ジーンバンク，ミュータントバンク

　の創設などに関して研究を進めている。

3．細胞質遺伝客貝研究部門では，原核及び真核生物の細胞質因r一を研究し，それを利用し

　て遺伝子の機能と構造を解明しようとしている。

■

＜大腸菌の変異株（上）と野生株（下）

　の蛍光顕微鏡写真。DNAと結合
　する蛍光色素DAPlで染色した
　ものL，細胞の中で青白く光って見
　えるのが染色体。上の写真は，複
　製した染色体を娘細胞へうまく分
　配できなくなる温度感受性変異株
　（par変異株）で，高温では大きな染
　色体をもつ細長い細胞となり，同
　時に染色体を失った細胞を放出す
　る。この変異株は，“大腸菌の変異
　銀行”から見出だされたL，

実験用マウス育成に貢献し〉
た江戸時代の愛玩用マウス
（河鍋暁斎の絵）

苦与

6、

戯．、、，．

鷲趣
　　　　s織塊’

’＾

咋鷲編：
1’

g

・硲

a　　M
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細胞遺伝研究部門

　実験川マウスは70　fi　r．を二える遺伝’Y：的研究a）長い歴史と人きな実績を持ち，哺乳動物遺伝

”y：　a’）イiJiZ究材’米1・とLても・、とも優れたもので’ある、、さらに，1司じ不屯に属する野’LマウスOf）変異

に豊む遺f云∫・に元fi一目すれば，　より新Lい研究くノ）発展を期待することができる。

　二の研究部門で1まマウスをi：体にその種分化の過和を」遺伝学的なf・法，とくに染色体C一バ

ンド，牛化”）’：1’1｛」遺1云∫’・ソ）頻度，ミトコンドリアDNAの制限酵：素地1ツ1，リボゾt－・ノ、DNA（ノ）・

次構造などから解析する研究を進めている、，この結果，日本産野牛マウス亜柿の遺伝学1’白な

独自性が明らかにな．、て来た、，

　そ二でさらにこの材料に、：tl脚する研究を進め，日Pt産野牛マウスの細胞抗原．遺伝Jt・（H－2）

を導人したコンジ」二t・tク系糸充（ノ）育成，1）NAしベノしにおけるH－2遺伝f一やリボゾ・一ム遺伝

1”の分析，H－2領域Of）遺イ云〔1勺糸IL換えを］足jl上する遺イ云lt・（ソ）単離と1）NA　・次構造の分W』，　亜柿

間雑1↑lhにおけるi成数分’裂↓幾構Cノ）イリ十先などを行一・てし・る，、

　　・万，発」涼に対’する遺イ云．要因の研’グヒもマウスを材料として行一ノており，　とくにH－2コンジ

］．，ニック系統および野牛lll来系統を

川いた免疫遺f云”γ：自9および糸川1抱遺f云

”）’：的なアブ「ロー．・チを進ダ）ているt、ま

た，　染色イ本ノト等交叉．による遺仏1’・欠

損致死突然変異を復’掃させるトラン

スジ」一二・ワク実験系もllt’j発中で’ある、

　マウスをi：体と’つる研：究（ノ）他に，

アリ類グ）柿分fヒと核型変’化cr）関イ，Kを

染色体進化という観点から分1りi’する

川：写ヒカごf∫Lノ）れ，てきたカ1，　Uミ色f本」旦fヒ

機構の杉察1よ動物柿全般を対象とす

るより1去いも（ノ）になって来た。

石升亨C者一及ひ研究、‡甫旦わ孝i

　、

。1

l

i

C　　　・

v
、il

　to　lMI

一　さ
／

i’　iX。

∴ミ　女

d∴

トピキハハリアリの染色体
a．c：雄n＝l　　b．d：働さアリn＝2
（こ．d：Cノ＼ント

　　　　　幽購⊇D山F遵ご’・謝
主なハツカネズミ亜種分化とリホソー一ム眉伝一子．DNAの変異
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微生物遺伝研究部門

　微生物遺伝研究部門では細菌のDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研究を，遺伝学的，

生化学的，並びに組換えDNAなどの手法によって研究している。この目的のために，遺伝

学的にもっともよく知られている大腸菌をモデル細胞系として，つぎの3方向から研究して

いる。

　（1）DNA複製と核分裂に関する研究：DNA複製と核分裂を行う大腸菌遺伝子，プラス

　　ミドDNAによる複製開始の制御，　DNA複製開始域の塩基配列（写真上）に対応する

　　機能の研究。

　（2）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺伝子，細胞表層を構成する高分子の生合成とその

　　パターン形成，サキュルス分子（写真下右）の生合成，細胞表層形成とリポタンパク，

　　ペニシリン結合タンパクの細胞分裂への役割などの研究。

　（3）大腸菌の高分子（DNA，　RNA，ペプチドグリカン，タンパク質）生合成に関する

　　温度感受性変異体の系統分離に関する研究：この研究に関して，国内外の研究者達との

　　共同研究。

　以上の方向からの研究を推

進することにより，細胞が整

然とその巨構造をつくり，生

長し，分裂する全過程を分子

水準で明らかにすることを究

極の目的としている。

GATCTATTTA　TTTAGAGATC　TGTTCTATTG　TGATCTCTTA　TTAGGATCGC

ACTGCCC丁GT　GGATAACAAG　GATCCGGCTT　TTAAGATCAA　CAACCTGGAA

AGGATCATTA　ACTGTGAATG　ATCGGTGATC　CTGGACCGTA　TAAGCTGGGA

TCAGAATGAG　GGGTTATACA　CAACTCAAAA　ACTGAACAAC　AGTTGTTCTT

TGGATAACTA　CCGGTTGATC　CAAGC丁TCCT　GACAGAGTTA　TCCAC

染色体の複製に必要な最小限の情報を含むDNA領域。大腸菌の全染色体
（470万塩基対）が複製できるのはここに示した，たった245塩基対のDNA
領域が存在することによっている。黄色に示した配列に複製タンパク質が
結合することから始まる一連の反応を経て，この領域の近傍から染色体の
複製が開始する。

研究者及ひ研究補助者

　㎡

w＼㌦
　　穿ぺ，，o

式ぐ鷲苦∵1、
　　、・

一」
細菌の細胞分裂の構造担体と考えられるムレインサキュルス分子の
電子顕微鏡写真
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細胞質遺伝客員研究部門

　動物細胞における唯一の核外遺伝子としてミトコンドリアDNAは種々の分野の研究者の

注目を集めてきている。当研究部門では，ミトコンドリアDNAがマウスの亜種分化に伴い，

どの様にして一次構造上の変化を起こすかということを，制限酵素による切断型，およびD

NAシークエンシングの手法を用いて検討している。

　これまでの結果から，制限酵素切断型変異とマウスの亜種分化には強い相関関係があるこ

とから，マウスにおいてはミトコンドリアDNAの制限酵素切断型が亜種分化の標識として

利用できることが明らかになっている。

　このことを用いて，現在までに，（1）実験用マウスは，欧州産の野生マウスのごく小さい集

団を核にアジア産マウスの遺伝子がブレンドされて出来上がったものであること，（2）元来，

モロシヌスと呼ばれていた，日本産野生マウスは．独立した亜種ではなく，東南アジア産の

キャスタネウス亜種とユーラシア大陸に広く分布するムスクルス亜種が“混血”してできた

ものらしいことを明らかにしてきた（下図参照）。

　現在は，この制限酵素切断型多型で得られた基礎的データをもとに，DNAシークエンシ

ングの手法を用い，亜種内，および亜種間など進化の時間が非常に短い場合について，（1）塩

基置換がミトコンドリアDNAを構成する4つの塩基，　G，　A，　T，　Cのどれに起こり易い

のか，（2）ミトコンドリアDNA上の塩基置換の起こり方を，核遺伝子と比較すること，など

を研究している。

i潔蒸雛

ひ

ク

　　　　　　　　　　ee
キャスタネウス型亘

・8

　　　　　　ノ

☆〆
キャスタネウス型

モロシヌス型

mt　DNAからみた日本産野生マウスの集団
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個体遺伝研究系

1．発生遺伝研究部門では，淡水ヒドラを対象として，発生異常を示す突然変異系統を多数

分離・同定し，それらを利用して動物の形態を決定する基本機構や細胞の分裂と分化を調

節する基本機構の解明をめざして研究を行っている。

2．形質遺伝研究部門では，生物の発生過程や突然変異生成過程において各種遺伝的形質が

　いつどのようにして発現するかのしくみについて，カイコやショウジョウバエなどの昆虫

や哺乳類などの培養細胞を用いて研究を進めている。

3．生理遺伝客員研究部門では，生物の個体発生において種々の組織や器官の分化する機構

　　と，それに関与する遺伝子の作用について，実験的および理論的な研究を行っている。

　昆虫の形質転換
　カイコの幼虫にDNAを注射した結果，
　形質転換で黒色卵が生まれた例 ヒドラの神経網

ショウジョウバエ胚の培養細胞から分化した筋肉細胞 形質遺伝実験室
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発生遺伝研究部門

　発生遺伝研究部Plでは、淡水産腔腸動物のヒドラを使川し，発生機楢解明の研究を行って

いる。

　ヒドラは多細胞動物中でもvとも単純な体制をもつ動物の一種であり，また非常に強い再

生能力を持つことが，昌・からよく知られている．日本産チクビヒドラ（1みydra・maArnil）apilla　ta　）

の体長は5mm位で，この動物の頭と足を実体顕微鏡ド，メスで切り落すと、5　6日後には

もとのヒドラと区別できない位完全な個体が再4こするt，

　ところが，チクビヒドラの突然変異系統のうちには，この再牛過科にEs’｛t：常を示すものか多

くある、bたとえばある系統は足は正常に再牛するが，頭は再牛しない、，長た別の系統は，足

のかわりに頭を再生し，双頭のヒドラかできてしま　パ，

　このような突然変異系統は，再生機構に関連したいろいろの過私1のうち，どこかに何らか

の異常欠陥が生じているものと考えられる、、このように再生やその他の発生機構に異常を示

す突然変異系統を多く分離して、その異常性を詳細に｛‖‘伸iすることにより，il・1常な発生機構

の基本原∫里を理解するため（7）研究を」見在進めている、t

　また発生遺伝研究部rl・1では、昆虫，植物なとにおける形質転換の研究，とくに新しいベク

ター開発の研究も進めている、，

　　　切断前　　　　　　　切断直後

頭部と足部切除後のヒトラの再生

再生2日 再生4日 再生6日

研㍗者U（t研1究1補1］力名
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形質遺伝研究部門

　高等生物の体は，1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰返し多くの細胞となり，

種々の異なった組織や器官が分化して成体となる。この発生の過程に，細胞の中に組み込ま

れた遺伝子が順次発現されて，それぞれの生物に特徴的な形態や機能が分化してくる。

　形質遺伝研究部門では，このような高等生物の種々の形質を支配する遺伝子が，発生過程

において，いつ，どの組織に，どのようにして発現するかを，ショウジョウバエやカイコな

どの昆虫や，高等動物の培養細胞を用いて研究を行っている。また，化学物質や放射線によ

って遺伝子に突然変異を起こさせて，その突然変異の形質が発現するしくみについて，哺乳動

物の体細胞系やカイコの生殖細胞を用いて研究を行っている。

　ショウジョウバエは遺伝学的にはもっともよく研究されてきた材料であるが，本研究部門

では，その発生初期の胚の細胞を体外培養する技法を開発し，幼虫の筋肉や神経などの分化

をガラス器の中で起こさせ，それを支配する遺伝子の解折を可能にし，また昆虫ホルモンの添

加によって，成虫の複眼や翅，肢の構造を分化させることにも成功した。

　また，カイコはわが国独特の伝統ある研究材料として，本研究所でも多くの突然変異系統

が保存され，遺伝学的にも有用な材料であるが，本研究部門ではこの材料の特徴を生かして，

種々の形質発現のしくみを染色体の転座や欠失などを利用して解析している。また，カイコ

では種々の物理・化学的処理によって，単為生殖や倍数体を簡単に作成することができるの

で，これを利用した発生のしくみの研究も行っている。

　ヒトを含む哺乳動物の培養細胞では，各種培養条件を厳密に規定できるため，高等動物に

対する化学物質の遺伝的影響をしらべるのに有利である。これを用いて微生物の系では検出

できない多くの発がん物質の突然変異性やそれを抑制する物質を検出している。

十

　　　1

　　　　　　　終　　　　・

藷

研究者及び研究補助者　　カイコ神経球細胞のモザイク
　　　　　　　　　野性型雌由来（あずき色）と変異型由来
　　　　　　　　　　（白色）のモザイク神経球を示す
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生理遺伝客員研究部門

　生理遺伝研究部門では，ニワトリやショウジョウバエを使って，個体発生において特定の

器宮や組織がどのように分化してくるか，またその過程で細胞の中に組込まれた遺伝子がど

のように作用を現わすかについて体外培養法を用いて研究を行っている。

　ショウジョウバエの細胞の体外培養では，未分化な細胞から分化してきた筋肉，上皮，神

経などの特徴を電子顕微鏡を使って解析し，ニワトリの細胞では，骨格筋細胞における細胞

骨格の形成や心筋細胞の筋原繊維や特殊タンパクの形成など，また四肢の発生にともなうパ

ターン形成と増殖因子の作用などについて研究を行っている。

t
l
i

‘i

t

tt @za／　t］一

驚m

、恥⊇
籏　綴綴葱綴

紗ゑ壌興綴
潔　臨㌶④紗
綴よ紗囎

〉　綴1

犠搬

黛慧
体外培養したショウジョウバエ胚細胞から分化した上皮細胞の微細構造
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集団遺伝研究系

｜

‘

1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざして研究を

進めている。分rレベルにおける種内変異と進化の仕組みを確・　1・　・L過程として扱う理論的研

　究，特に遺伝子系図学と痕複遺伝子の進化について研究を行っている。また人類の進化を

　理解する・ヒで大切な，文化と遺伝∫・の共進化についても理論的研究を行っている。

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構の研究を進めている。放射線を使ったマ

　ウスの発生異常に関する遺伝的研究及びDNA塩基配列データに基づく分∫・進化の研究を

　行っている，，

3．理論遺伝客貝研究1’G　is門では，集団遺伝モデルの解析，実験デー一タの統計的分析などの理

　論面に関する研：究を進めているt，とくに中・Z説に関する理諭の発展およびそれを検証する

　ための実験データの分析や1）NAデータの比較研究を行っている。

電子一言十算機室

，

2

集団遺伝研究系研究者による最近の主な苫書
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集団遺伝研究部門

　1つ1つの個体ではなく，それが集まってできた集団（主として繁殖社会）を対象として，

その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，またどのような法則の下に遺伝的組

成が変化していくかを研究するのが集団遺伝学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかか

わりがある。たとえば日本人は全体として1つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人

ごとに差があるが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。さらに血液型や体内の

化学物質（主としてタンパク質）など目に見えない特徴についても予想外に多くの遺伝的な

変異が存在する。集団中に，このような変異がいかにして保有されるかは重要な研究課題で

ある。集団遺伝学の研究においては実際の生物集団の調査以外に，数学的モデルの解析や，

電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行わ

れる。

　本研究部門ではこういった仕事も含め各種の研究が行われている。その内でも学界の注目

を集めるようになったのは集団遺伝学の数学的理論と分子レベル（遺伝子の内部構造）での

進化の知見とを結び合わせて，新しい分野を開拓する仕事である。この研究から生まれた分f’

進化中立説，すなわち，「分子レベルでの進化の仕組を説明するためにはダーウィンの自然

淘汰説だけでは十分でなく，自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中で偶然によって増減

する現象も極めて重要な役割を果している」と主張する学説は大きな論争をまき起こした．大

規模な重複構造を持つ多重遺伝子族や，核外の遺伝因子（ミトコンドリアなど）の変異と進

　　。。，、。n　　　　　　　　　　　　　　　　化の問題，遺伝子の系図学などが研究題目である。
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脊椎動物の系統樹とヘモグロビンα鎖の比較

また人類の進化にとって大切な文化と遺伝了の共

進化も重要な課題である。

曾

研究者及び研究補助者
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進化遣伝研究部門

　生物進化の遺伝的機構を解明するための実験的および理論的研究を行っている。実験面で

は，マウスを材料に用いて突然変異誘発とその進化における役割について研究を進めている。

また，マウスはほ乳類であり他の生物より色々な点でヒトに近いことと比較的遺伝実験が容

易であることから遺伝実験動物として最も重要なものの一つである。本研究部門でも土川助

教授が長年にわたり，マーカー遺伝子の色々な組み合わせを持つ遺伝実験用マウスの開発と

それを用いた研究を行っている。

　DNA解析技術の進歩にともない，最近多くの遺伝子などの塩基配列が明らかにされた。

これらのデータを比較分析することにより遺伝子の進化の歴史が明らかになる。この部門で

は，分子進化の研究に役立つ分析方法の開発およびRNAがんウイルスの相互進化の特徴を

明らかにしようとする研究を進めている。特に，最近では，レトロウイルスというがんウイ

ルスのRNAゲノムは，宿主DNAより約百万倍速く進化することを明らかにした。こうした

知見は，RNAウイルスの分子進化だけでなく，レトロウイルスによるヒトの白血病やAIDS

の疫学的病像を探る上でも有用であることが期待されている。

t

φt’一　／
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PW　系統のマウス（写真左）は，当研究所において，
生殖細胞の突然変異を検出するためのテスター一一一として

育成されたもので種々な榛識遺伝子をもっている。そ
れらのうち毛色に関する遺伝子を用いて，スポットテ
ストを行うと，色素細胞（体細胞）の突然変異を，色
鯛が異なる斑紋（写真右）の出現によって検出できる

哺乳動物（ラット，マウス，ヒト）とトリに肉腫を起
こす発がん遺伝子（o－mos）とイースト菌の細胞分裂制
御遺伝子（CDC28）の進化的関係。この系統樹はそれ
ぞれの遺伝子のDNA配列を比較し，塩基置換数（図の
縦軸）を推定することによって得られた。このことよ
り，発がん遺伝子は細胞分裂をコントロールする遺伝
子と進化的に深いつながりをもつことが示唆される

研究者及び研究補助者
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理論遺伝客員研究部門

　木村前教授が客員教授として，集団遺伝学の数学的理論および分子進化の機構について研

究を行っている。特に中立説を発展させるための理論およびDNAデータ解析によるその検

証が当分の主な課題である。また，拡散モデル（一種の偏微分方程式を使用する方法）によ

る有限集団における遺伝子頻度の確率過程の解析も重要な研究課題である。この方法を集団

間競争と非相加的遺伝子相互作用（エピスタシス）を含む場合に拡張する仕事も行っている。

宮田九州大学助教授は，客貝助教授としてDNAのデータ解析による分子進化の研究を活発

に行っている。

川
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これは木村客員教授の重要な論文を集め，
高畑助教授が編集して・一一一冊の本にまとめた

ものである。今後集団遺伝学の確率過程や
分子進化について勉強しようという若い人
に役立つであろう。
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総合遺伝研究系

1．人類遺イ云研究部1寸1］では，ヒトにおける芥種の遺伝以1象を，分i・・糸田胞・個イ本・集団の各

　レベノレで研究し，それらを統rl的に理角多けることをめざLている。とくに先天性代謝異ノ，；舌

　や悪性腫瘍の発ノLに関’j・　一］る宿Lと環」；歪要因の解析，DNAレベルの遺伝r変異とそれに

　もとづく活性タンパク質分∫の構造と合成異常，DNA塩基配列からみたH本人集団の遺

　伝的特微などに関して川：究を進めている，、

2．育種遺伝研究剖～門では，有川生物に関する遺伝学的研究，とくにイネを対象として，進

　化とjl釦、iこ及び牛化学遺伝に関する諸問題の研究を行っている。

3．応川遺伝客｝｛研究部ド」では、医学．または農学領域における遺伝学の応用に関係Lた基礎

　的研’先を行’・ている，

人類遺伝研究部　　エビ．ックス753型セルソー一夕一・

r霊■，

漕
N

人類遺伝実験室

いろいろな野生イネ
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人類遺伝研究部門

　この部門では，ヒトの正常ならびに異常形質に係わる遺伝現象を，遺伝子DNAと染色体

との関連のもとに，分了・細胞・個体・集団の各レベルからアプローチして研究し，それら

を統合的に理解することをめざしている，，

　例えば，新生児150人に1人は何らかの染色体異常を持っており，その多くは精神的・身

体的な発達の遅れを伴ってくる。また，単一座位の遺伝子異常による遺伝病の種類は3，000

を超えるが，…生の間にそのどれかの異常を発現するリスクのあるものは新生児コーホート

の約1％と推定される。大多数の染色体異常と優性遺伝病の一部は，健康な親の配偶子に生

じた新生突然変異によることが判っている。本研究部門では，各種のがん，自血病細胞や網

膜芽細胞種などを手掛りとして，こうした突然変異の成因と細胞の増殖・分化の遺伝r発現

ならびに腫瘍化の際の宿主抵抗性について研究を進めている。

　また，他の人種集団と比べた場合の日本人の遺伝的特徴は何かを，ヘモグロビン，酵素な

どのタンパク変異やDNAの塩基配列のヒから研究している、，例えばヒトのミトコンドリア

には約16，500塩基対からなる環状DNAが含まれ，それは母系遺伝をする。このDNAを各

種の制限酵素で切断し，アガロースゲル電気泳動によって切断パターンを識別すると，顕著

な個人差が見られる。いま15種類の制限酵素による型の組み合せで分類すると，日本人は少

くも22種類のタイプに分けられるが，各タイプ間の塩基置換数に基づいて，それらの系統関

係を探ることができる。

　さらに，遺伝病理学の立場からみた日本人の

特徴は何か，日本人にとくに多い（または少い）

遺伝病はどれか，今日の少産少死パターンが21

世紀を通して長く続き自然淘汰が緩んだ場合，

日本人の遺伝的健康は将来どのように変化する

と予想されるか，といった問題についても考察

を加えている。

NIH3T3 Transformant

ヒト・フロトオンコジン（H・RAS）の変異をもつ発がん遺伝子を導入・形
質転換することによりがん化したマウスNIH3T3細胞。
　　　　　左：導入前　　　　　　　　　　　　　右：導入後

研究老及び研究補助者
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ヒト・急性リンパ性白血病細胞にお
ける染色体改変像。9番および22番
相互転座にもとつく9q＋および22
q－（フィラデルフィア染色体）。そ
の他5q　（5番染色体長腕欠損）な
どの変化がみられるv
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育種遺伝研究部門

　育種遺伝研究部門では有用生物の遺伝および育種に関する基礎的研究を行っている。有用

生物の遺伝的改良をめざす育種は，人間の管理の下での動植物の小進化に他ならないという

観点から，進化と適応のL、くみおよび有用特性の遺伝的基礎を明らかにすることをこの部門

の課題としている．，

　現在の研究対象は，イネの進化と適応に関する諸問題である。イネには3つの主要な分化

のノ∫向，（1）野生イネから栽培イネへの分化，（2）相先野生稲の中の種内分化，（3）栽培イネの中

のインド型，日本型への品種分化，が考えられる。私共は，世界各地から採集され当研究所

に保イ∫：されている多数の野生・栽培イネ系統を用いて実験的研究を積み重ね，新たに熱帯生

育地の生態遺伝学的調査を続けながら，これらの分化の原因と過程を追求してきたが，まだ

未解決の問題も多い、，現在進行中のi三な研究課題は，（の遠縁系統間σ）雑種に現われる致死・

弱勢・不稔性・分離の歪みなどを支配する遺伝子の分析とその地理的分布，（b）独立の遺伝子

座の間で特定の組み合せが多くなり系統分化をもたらす機構，（り遺伝的には近縁だが非常に

違う適1、t；をしている野生イネグ）生態川、l！分化の遺伝的機構，（d）出穂特性に1葵1与する遺伝f一の同

定とその分布，（∋花粉の行動と受精におけるその適応的意義，などである。それ自身を検出

するσ）か必ずしも容易でないこれら適応に関与する遺伝r・を同定したりその行動を追跡する

のに，アイソザイムは有川な分∫・的マーカである。そのためにアイソザイムの遺伝r分析と

それらを染色体地図上に位ii「llづける作業も継続している1、

　また，イネの系統分化を胚乳タンパク質のレベルで調べる研究も進められている。胚乳の

タンパク質量は約10％だが，その大部分はグルテリン系で不溶性タンパク質に属する。この

度，アルブミン，グロブリン，プロラミンの分別抽出後，これを8M尿素液に溶解するノ∫法

を開発できたので，全4タンパク質分r・種の2次元泳動による分析がようやくPiJ’能になった。

図に見るように，日本型とインド型には明確な差異が見られるが，グロブリンとプロラミン

も同様である。しかしアルブミンでの差異は僅かであった。

研究者及び研究補助者　イネ種子のグルテ　雄しべ・雌しべが大き
　　　　　　　　　リン分画の等電点　　く，他家受粉に都合の
　　　　　　　　　ゲル泳鋤パタン。　　よい花の構造をもつ野
　　　　　　　　　（左：日本型品種，　生イネ
　　　　　　　　　右：インド型品種）
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応用遺伝客員研究部門

　1．この部門では，医学領域における遺伝学の応用に関する研究として，ヒトBリンパ球

系細胞における免疫グロブリン遺伝子の発現調節ならびに重症複合免疫不全症候群の成因を

解析している。免疫グロブリン遺伝子の再構成は，B細胞系列でのみ起こるが，再構成を終

えた活性型免疫グロブリン遺伝子であっても，B細胞以外の組織細胞に移入した場合その発

現はみられない。すなわち，その発現は組織特異的である。ヒト骨髄腫細胞からグロブリン

遺伝子のプロモーターあるいはエンハンサー領域のオクタマー配列に結合する核タンパク質

を精製し，それらが結合する領域の塩基配列を決定した。これらのタンパク質成分を使って，

免疫グロブリン遺伝子の組織特異的な発現の制御機構ならびにそれに係わる核タンパク質遺

伝子のクローン化を進めている。

　2．農学領域における研究として現在行われているのは，植物自生集団における遺伝変異

の保有機構とその収集および人工的維持に関する理論的研究である。この研究は，遺伝変異

保有のメカニズムを明らかにするという集団遺伝学の基本的問題だけでなく，資源生物を実

際に収集する際，種々の制約条件の下でいかに効率的に多様な遺伝変異を収集するか，また

その変異をできるだけ減少させずに維持するための世代更新法の検討など，実用的に重要な

問題も含まれている。これらのことは，野生稲や栽培稲をその自生地で採集し当研究所で維

持しつつ研究を行っている育種遺伝研究部門および遺伝実験生物保存研究センター植物保存

研究室のスタッフが現に直面している問題であり，実験的・理論的両側面から協力して研究

が進められている。

収穫したイネを乾燥するインドネシア・スマトラ島の
農民。農作業を集中させないため，また天候不順によ
る減収の危険を分散させるため，一軒の農家は出穂期
の違ういろいろな品種（籾の色も違う）を栽培してい
る，．
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遺伝実験生物保存研究センター

」

　特1生の分析が十分に行われ，また遺伝的に高い均一一1生を持つ生物材料を注意深い管理の下

に維持・保存することは，遺伝学研究の基盤として極めて重要である。またこのような遺伝

実験生物のもつ特1生をふまえて独創的な研究を進めることも大切である。このため当研究所

では研究部門とは別に哺乳動物，無脊椎動物，植物，微生物，遺伝資源の5研究室によって

構成される遺伝実験生物保存研究センターをもうけ，重要な遺伝子や生物系統の保存分譲，

これら実験生物の遺伝的特1生の開発等に関する研究，系統生物に関する情報の収集・システ

ム開発等の活動を行っている。

さzl
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研究者及び研究補助者
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遺伝実験生物保存研究センター
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1．哺乳動物保存研究室

　マウスの戊1㌧準近交系，突然変異系統，コンジェニック系統，ラットの近交系等を維持し，

さらにH本の野生マウス集団から遺伝r一を導人した新しい免疫遺伝学研究川系統を開発して

紺持すると共に，発癌を制御するそi’ti，．の遺伝的要因に関する免疫および細胞遺伝学II《」研究を

行っている、，また，マウス初期胚および精∫’・の凍結保存技t，iilの実川化も進めている，，

マウス胚の凍結保存実験

2．無脊椎動物保存研究室

　ショウジョウバエ，カイコの研究川系統の紺持を行うと！lc一にショウジョウバエ集団に保有

される変異の収集と解析および柿分化に関与する遺伝子の研究を行っている、，また，ショ

ウジョウバエとカイコの発生に関与する遺伝J’・の分∫・生物学的研プヒも行っている．

シ’　二1　rLy　；L／　　l　tンノ、　丁　「k’馬余’4へ’

3．植物保存研究室

　イネ，ムギ，サクラ，アサガオの系統保存を行っている、，このうちイネは過去25年以ヒに

わたって熱帯アジアを含むイネの野生地から収集したもので，他に類のない［」いn・〆ズ遺伝資源

であり，これらの材料によってイネの系統進化の遺伝学的解析．牛態学的．および分1’・遺伝

学的研究を行っている。
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4．微生物保存研究室

　大腸菌，サルモネラ菌，枯t’ls：菌，その他バクテリオファージやプラスミドの系統の収集保

存と，特性開発の研究を行っている。研究面では特に，大腸菌の温度感受1生細胞分裂変異系

統を使用し，細胞分裂を制御する遺伝子の解析等の研究を行っている。

藷・逼酬

・．鞠
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微生物保存実験室

5．遺伝資源研究室

　広く遺伝資源牛物に関する国内外の情報を収集，解析，整理し，所内外の研究者に情報の

提供を行う、、また，系統情報の有効な管理システムの研究も進められている、1

全国の実験生物系統の所在と遺伝的特性に関する集録の一部
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遺伝情報研究センター

　遺伝学の中で遺伝情報に関する研究のlliめる比百が急速に増加し，重要1生が高まる状態の

中で，本研究センターは研究所内外の強い要請のもとに設置された。本研究センターは遺伝

情報に関する分J’・レベルの1三として実験的研究を行う4研究室とコンピュータによる情報の

研究を行う1研究室の合わせて5研究室からなり，これらは万いに有機的つながりを保ちな

がら，それぞれ独、：tlな研究活動を進めると共に，研究所の他研究部門及び他研究機関との共

同研究を行っている，，

石升究者乃ひ研「究補助者

鑛

糞i．．

宙富■■

汕顧顧

顧■国

iAイ云i↑声i報bナ1’究∧’　ン　タ　
ー
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1．構造研究室

　本研究室は遺伝現象を物理的，化学的に理解するために，遺伝子について（1）その調節に特

異性を与えている核酸の特定部位と相互作用をする蛋白質因子との接触面構造，（2）遺伝子の複

製と転写のための装置の分子集合構造及び，（3）その分子集合における蛋白質因子の解離・集

合，すなわち時間的集合の3つの構造について研究をすすめている。特に（2），（3）について反

応速度論的解析を行い，DNA合成と転写の調節が1本鎖DNA結合蛋白質の協同的結合に

よって調節されていること，また，転写は1本鎖DNA結合蛋白質がmRNAと結合して複

合体を形成し，細胞内の同蛋白質の遊離濃度を調節することを示した。この調節はDNA複

製と翻訳を共役させていることを強く示唆し，現在その検証をすすめている。

2．組換え研究室

　高等脊椎動物染色体には光学顕微鏡で観察できる染色バンド（GやRバンド）が存在し，

DNAの巨大なオーダー（mbオーダー）でのGC含量モザイク構造と想定されている。コド

ン選択パターンを中心とした遺伝子塩基配列の我々の解析は，この光学顕微鏡レベルのモザ

イク構造が分子レベルでも観察されることを示している。下図ではヒト染色体のRバンド上

の遺伝子とGバンド上の2つの遺伝子の塩基配列の例について，GとC塩基の部位を赤色で，

AとT塩基を青色で印字している。光学顕微鏡レベルの予測と一致して，Rバンド遺伝子が

GCに富み，　Gバンド遺伝子がATに富むことが明らかである。この現象のより詳細な解析

を進めている。

3．合成研究室

　人工合成DNAと遺伝子操作技術を利用して

真核生物DNAの高次構造と遺伝子発現制御の

分子機構に関する研究を行っている。

DNA合成機による人工DNAの合成
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4．遺伝情報分析研究室

　コンピュー一ターによるDNA塩基1妃列と蛋白質アミノ酸1妃列からえられる遺伝↑ll∫報の解1“Ji’，

及び高分」t・の高次わlli造の研究をより適切に解析するノ∫法を開発している，．

1）NAデー・一タバンク

　DNAデータバンク（DNA　Data　Bank　of　JAPAN，　lll各称　「DDBJ］）は全llll的な要、沽にもと

づき，遺伝情報研究センター遺伝情報分析研究室に設立され昭和61q三4Jjより業務を行なっ

ている，、本DDBJは米llllのGenBank及び欧’）ll、1のEMBL両DNAデータバンクとの連携によ

る国際協ノゾ1；業である。DDBJの運営は使川者の、ン1場から全国的規模及ひ’所内の職貝を中心

とするDNAデ…タ研究利川委貝会によ’・てノilb」づけか行われているか，他に3バンクの運

’営についての国際諮問委パ会がllr杯ll62年から発足し，／p後1二想ざれるDNAデ・一タの指数ll《」

増／川に対応できるより有効適切なDNAデ・一タバンクの国際的1・ll∫築につとめている，、

川，田　一パス・ヂ　　　　薗。7　　1耐Ω川IIII］

囲40畠‘白白，1‘にlrJ・叩n
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5．遺伝子ライブラリー研究室

　染色体ヒの遺伝∫’・6ノ）VkLl置や，遺伝ゴ・ソ）棉1∫造　・機能・発現」幾構を解1川する目r白には，遺伝r・

ライブラリー一の利川が不“∫欠、ヒな’、てきた．，本川：究室は，遺伝J’・7イ’ゾラリ・－c・”）構．築原理や

利用システムの開発に当るとともに，遺伝J’・ライフ“ラリ・一を利用［た遺伝角∫rWを進ダ）る、，
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　　　　　　　　　　　　放射線・アイソトープセンター

　当センターは各種放射線やラジオアイソトープ（放射性1司位元素）を，遺伝r一の機能と構

造の研究に利用するための共同利用施設として本年度発足した，，

　当センターの前身はおよそ30年前に設、Zされた放射線実験室であり，歴史的に次のように

整備されてきた、，昭和27年X線実験弓ミ新設，昭和31年，34年放射線実験室新増設，昭和35年

照射用特別蚕室新設，昭和39年ガンマー一線照射温室新11隻，昭和42年ilt性r・　t！〈｛射室新設，昭和

50年内部照射棟新設，昭和52年トレー一サ…棟1，II新設、，この間に備えられたX線，ガン

マー線，中性r・の発生装置と各種の放射線測定装置を月』いて，多くの放射線遺伝学一ヒの研究

かなされて来たt，）近年では放射性同位元素をトレ…サ…として川いた実験が多く行われるよ

うになっている，、

　さらに本年度は放射性同位ノじ素をJUいた研究のための施設を拡充する目的で新RI棟を建

設中である、、ここでは，核酸や蛋白質の素材である化学物質を放射性同位元素で標識して細

胞に取リ込ませ，放射性同位氾素で↑票識された核酸や蛋白を分析することや，遺伝r一である

核酸やその素材を試験管の中で直接標識し，酵素を川いて合成，分析する研究がなされる。

i：に川いられる放射性11f」位元素は3H，14C，32Pなどであり，これらは弱い透過力のべ一一一一タ

…線を放出するが極めて微ti－tでも検出できる。このため他のノi法では検出できない微1・，1：の反

応も測定でき，現代の遺伝r・の研究には不，i∫欠なものである。

　当センター．一の研究室ではセンターの管理運営に携わる傍ら次のような研究を行っている。

1．線虫C砲～θ〃z励4i傭・如イ撚生殖細月包の放射線遺伝学

　C．‘eleg’a　7・tsは体長1mmで約1，000個の細li包から成り，半透明なことを利用した顕微鏡観察か

ら，個々の細胞が受精卵からどのような細胞分裂を経て出来たかが完全に解っている唯…の

動物である1、遺伝解析も非常に進んでいる。このような利点を生かして生殖細胞におけるD

NA修復の研究を進めることにより，多細胞生物の生殖細胞におけるDNA修復の機構の解

明を目指している，。

2．バクテリアの増殖と分化を制御する遺伝r一の研究

　枯草菌は栄養劣化に直面するとただ一回の不等分裂を経て胞fコへと分化する。細胞分裂を

支配する遺伝子がどのような機構でこの不等分裂に関わって細胞分化に関り・しているかを研

究している。

研究者及び研究補助者 放射性同位元素を用いた電気泳動
によるDNA塩基配列決定実験

1　3’　7　Csガンマー線源
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実 験 圃 場
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科学研究費補助金（昭和63年度）
（計210，150千Fi－」）

科学研究費補助金研究課題

がん特別研究　　　53，900千円

　　　　がん研究のための実験動物の維持と開発

　　　　がん細胞における染色体の不安定化と再配列に関与する因子の分子遺伝学的研究

重点領域研究　　　82，100：FPl

　　　　細胞生産装置の複製

　　　　新しい分子生物学を取り入れた進化集団遺伝学の展開

　　　　野生遺伝子の導入による生物機能モデル動物の開発

　　　　ショウンヨウバエの培養細胞を用いた遺伝子導入による形質発現の研究

　　　　ヘモグロビン遺伝r一群における組換え変異と多型の生成機構に関する実験的研究

　　　　Fushi－tarazu遺伝rの調節領域に結合するタンパク因rの解析

特定研究　　　　　30，800一刊」1

　　　　染色体機能の制御因r一

　　　　遺伝学用語標準化の調査研究

総合研究　　　　　14，500千円

　　　　実験生物系統情報のデータベース化の研究

　　　　細胞Il学的手法による昆虫の遺伝r一発現の研究

　　　　作物におけるストレス回避の遺伝学

　　　　ウイルス研究推進のための調査研究

　　　　遺伝資源の保全と利用に関する調査研究

一般研究　　　　　12，600「一円

　　　　野生集団からの染色体変異マウスの探索と実験系への導入

　　　　ヒドラ発生機構の解析

　　　　栽培イネの品種分化に関与する生殖的隔離機構の遺伝fレベルでの解析

　　　　ヒドラ刺細胞分化に関与する蛋白とそれらの遺伝子の解析

　　　　RNAウイルス遺伝fの分子進化学的研究

　　　　ヒトのミトコンドリアおよび核DNAの多型解析

　　　　遺伝r・レベルからみたイネの分化における日長反応性の適応的意義に関する研究

　　　　イネのWX座における遺伝子発現の調節

奨励研究　　　　　4，650T－↓1j

　　　　大腸菌のシグマ因r一様蛋白の探索

　　　　受容体タンパク質アミノ酸配列のコンピュータ解析による分類及び進化の研究

　　　　突然変異マウヌ、を用いたマウス脳で発現する1宣伝子群の解析

　　　　キバハリアリを用いたアリ類の系統進化に関する社会行動学的及び遺伝学的研究

　　　　ヒトのゲノムに固有な遺伝r一のクローニング

試験研究　　　　　11，600科1］

　　　　AIDSウィルス合成ワクチンのための総合的ノi法諭を目指した試験的研究

　　　　遺伝情報のシステム化と解析ソフトウェアの開発

　　　　イネの雑種弱勢遺伝∫・を利MJした有害遺伝f・の拡散の防止及び新品種育成に関する研究
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共同研究（昭和63年度）

　　　　　課　　題　　名

1．インフルエンザウイルスのRNAポリメラー

　　ゼの機能解析

2．核因子1（nuclear　factor　I）の生理的機能に関

　　する研究

3．マイコプラズマとマイクvコッカスのRNA

　　ポリメラーゼと転写シグナルに関する研究

4．Chicken　Anemia　Agent（CAA）の分子的実体

　　の解析と標的分子の同定

5．枯草菌の胞子形成期に出現するシグマ因子

6．メタロチオネイン遺伝子の発現調節領域の解

　　析とその応用

7．RNA複製酵素蛋白質の人工的改変によるイ

　　ンフルエンザウイルスRNA複製機構の解析

8．インフルエンザウイルス核タンパク質（NP）

　　の発現細胞を用いたNP機能の解析

9．大亘の体細胞突然変異の生成機構

10．消化器癌に対する5－FU／Leucovorin大量投

　　与の基礎的研究および5－FU耐性発現遺伝

　　子の検索

11．ネマトーダCaenorhabditis　elegans変異株

　　の細胞系統樹による解析

12．マウスにおけるリボソームRNA遺伝r一及び

　　PRI多重遺伝f’族の進化

13．野生ハツカネズミ亜種の遺伝的および形態的

　　分化の比較検討

14．terコンジェニック系統マウスの育成と解析

15．ショウジョウバエの遺伝r一組換えの分∫・・細

　　月包i堂イ云”｝「：

16．大腸菌のDNA複製におけるDnak蛋白竹の

　　機能

中　田

花　岡

大　澤

中　村

小　林

小　泉

井　口

清　水

近　藤

赤　沢

宗　像

鈴　木

土　屋

野　r1

戸　張

榊　原

提案代表者名

　　進（東京理科大・理工）

文雄（東京大・薬）

省三（名占屋大・理）

俊　博（財・日本’k物科学研）

泰夫（広島大・生物生産）

信　　滋（労働省産業医学総合研）

義　　夫（慶慮義塾大・医）

一一 @史（n本人・医）

宗　’ド（近畿大・原r・力研）

修　　吾（埼玉県、ヒがんセンター）

信　　生（li；1　iZがんセンター一研）

　　仁（東京慈恵会医科大・医）

公　幸（宮崎医科大・医）

基　　r・（静岡人・理）

よしr・（東京都・7：大・y里）

祥　公（トわン：s；防衛’1．イi，D



17．大腸菌の染色体分配突然変異体の解析

18．大腸菌染色体の複製開始dnaA蛋白質の機能

　　に関する研究

19．ヒドラの散在神経系における神経網の形成機

　　構

20．ヒドラパターン形成機構の数理生物学的解析

21．ヒドラ細胞増殖因子様物質の再生に果す役割

22．ミトコンドリアDNAの多型からみた腔腸動

　　物ヒドロゾアの系統分類

23．培養ショウジョウバエ胚細胞の性分化の微細

　　構造的研究

24．カイコにおける遺伝的モザイクの発現とその

　　制御機構一神経系形質の解析

25．カイコ胚休眠の発生遺伝学的研究

26．プロテア…ゼ遺伝子におけるクリングル構造

　　の分r・進化学的研究

27．難治性疾患の遺伝r・異常に関する研究

28．日本人の遺伝子地図に関する研究

29、同位酵素分析法による作物の品種分化に関す

　　る研究

30．カイコ保存系統の分r・遺伝学的開発研究

31．キイロショウジョウバエグループの種間雑種

　　致死を救済する遺伝子の遺伝学的研究

32．ショウジョウバエにおける媒精反応の生化遺

　　伝学的研究

33．種分化に関与する遺伝了・の発現調節機構の基

　　礎的研究

34．遺伝資源生物の画像情報のデータベース化に

　　関する研究

35．大腸菌ゲノムの構造的・機能的特徴の解析

鈴木秀穂（東京大・理）

山　　口　和　 男（金沢大・遺伝子実験施設）

ノ」・　泉　　　　修（福岡女∫・大・家政）

沢田康次（東北大・電通研）

花井一光（九州大・理）

久保田　　　信（北海道大・理）

大　石　陸　生（神戸大・理）

七井良　　　　宏（九州大・農）

園部治之（甲南大・」⑫

高　橋　　　敬（島根医科大・1り○

仁保喜之仇州大・医）

安’河内　・ε　雄（東京医科歯↑こ｝大・難治疾患研）

小　西　猛　朗（岡山大・農業生物研）

坂　 11　文　吾（ノし州大・農）

・IL　　　俊　文Uls稲川大・教育）

浅　田　伸　彦（岡III理科大・理）

山本雅敏（宮崎医科大・医）

斎　尾　乾1郎（東京大・農）

磯　野　克　巳（狛ll　∬　 i　　大　　・　　jnl！）
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36．マウスホメオテック遺伝子の発現とクロマチ

　　ン構造

37．アデノウイルス初期遺伝子の転写調節因子の

　　解析

38．染色体バンド構造と遺伝子塩基配列・反復配

　　列との関係の解析

北川康雄（名・」∫屋大・農）

半　田 宏（東京大・医）

岡　田　典　弘（筑波大・生物科学系）

　　　研　究　会　名

1．染色体転座・組換え機構の

　　分子遺伝学的研究

2．体細胞変異株を用いた細胞

　　増殖機構の研究

3．枯草菌の分子遺伝学と菌株

　　及びDNAの系統保存に関

　　する研究会

4．日本産アリ類の系統進化に

　　関する基磯研究

5．ヒドラ多細胞体制ワークシ

　　ョッフ

6．突然変異および発がんの抑

　　制機構に関する研究会

7．造1∬L幹細胞増殖分化の機構

　　の学際的研究

8　植物の起源をめぐる諸問題

9　植物の酵素遺伝と蛋白質育

　　種の研究

10．イネ穀粒成分の多様化と遺

　　伝∫・資源

提案代表者二名

安　藤　俊

小　山　秀

．tl

堰@川

今　井

木　島

黒　川

仁　保

福　川

1几i　月1

夫（明治薬科大・薬）

　（横浜市・フ1大・
機
　　　木原生物学研）

　　寛（大阪大・医）

リム　　｝亡　（国、フ：遺伝学6升）

博　IE（九州人・理）

行　昭（匡け遺伝”γ：研）

ド《：之仇州人・作）

　　　（叫ミ京女r・大・
　　郎
　　　　　文理）

浩　　：（山支1い人・農）

木　ド　俊　郎（北海道ノい麗）

開催予定年月日

63．　5．20～63．　5．21

63．12．　8～63．12．　9

63．　5．13～63．　5．14

63．　8．13～63．　8．14

63．12．15～63．12．17

63．11．　7～63．11．　8

　　64．1．21

63．　9．13～63．　9．14

64．　2．　9～64．　2．10

63．12．　7－－63．12．　8

ジュズカケザクラ（珠数掛桜）
新潟県北蒲原郡京ヶ瀬村，梅護寺にある、，
カスミザクラ系と言われているが葉の裏か
白色を帯びる性質がみられる．菊咲き，花
弁180　200枚以上，花梗が長く垂れて咲く，
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大学院教育協力

　国立遺伝学研究1iJi’は，遺伝学に関する総合研究の中核として共1司利用に供するとともに，

研究者の養成についても各大学の要請に応じて，大学院における教育に協力し，学生の研究

指導を行うことが定められている（国、ゾ学校設置法第9条σ）2第3項，大学院設置基準第13

条第2項，国立大学共同利Jl］機関組織運営規貝1」第2条第3項），）

　以ヒの趣旨をふまえて，昭和59年度から全国の国・公・私立大学の大学院学生を受託学生

として受け人れている，，

行 事

研究所の一般公開

　科学技術週間における行事の環として，各研究部門の展示及び学術講演を行い，学邪∫映

画をヒ映し，研究所の一部を公開して般の見学に供している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般公開　　熱心に見つめる一般市民たち

公開講演会

　年1回，秋，東京で所員を講師として，一般を対象に遺伝学公開講ai〔会を開催している。

公開講演会　（国立科学博物館講堂）
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　　　　　　　研究を促進するための活動

内部交流セミナー

　研：究所内における研究経過を発表し詞吟論する会で，盛夏の時期を除き隔週の金曜日｛こ開か

れる、、

抄　読　会

　新しい研究論文の抄読会一で，盛夏の時期を除きけ1う週の金曜川に開かれる、、

Biological　Symposia

　外国の関係者来訪の際，随時開催，講演討倫を行う、、

日本遺伝学会三島談話会

　研究所’止びに付近在fl三の会｝｛で組織され，原川としてJl　1川，研究成果発表とそれに関す

る詞㍉論を行う，、

内部交流セ“ノー

Bl（）k，巳K　tll　l）Ylllpet，い



国際交流

受入部門 共同研究者 氏　　名 研　究　項　目 期　　間 所　　　　　属 備考
一

一一一 一・．一一一一一一一 　　　　　一|r．一・一

マウス精rの形態 Department　of

細胞遺伝 J6zefa 森脇和郎 ”∫：白勺及ひご4三イヒ～了二〔1勺 昭61．1．30～ Genetics
Jagiellonian

研究部門 Styrna
‡寺・性に隈1する遺イ云

ロ召62．3．31 University

的制御 Poland　　　　　　　　　・・

　　　　一
鼈 　　　．

P・

　　　一一．・一 　　　　　　一一一一D一鼈鼈鼈黶f一一一 一一一一

中llJ産野生マウス 中国衛生部

細胞遺伝 呉　祥林 森脇和郎 の遺伝学的特性分
ll召62」．20～

蘭州生物研究1り〒・

研究部門
析に関する共1司研 昭62．3．20

究 中華人民共和国
一一一

． 一 　　　　　　一 一一　
実験川マウスの遺 韓匡1高等科”γ：技術院

糸川胞遺伝 除　東祥 森脇和郎 伝的品質管理技術 昭62．5．26一
遺伝r・L学センター一一

研究部門
の習得及び細胞1貴 昭63．3．31

伝自《川究 大・｝tl’1沢国

　一一 一一一一一
一

．

．

形質遺伝 金　　二銀 黒nl行昭 遺伝形質の発現機 昭62．9．1～
韓ll］農村振興庁

蚕業試験場

研究部llll 構に関する研究 昭63．2．10 人軸民IEl

一
一

育種遺伝 湯　陵華 沖野啓∫・ イネ遺伝資源の進 昭62．9．5～
江蘇省農業科学1力七

食糧作物研究所

研究部門 化遺伝学的研究 昭64．3．31 中華人民共和国
一

細胞遺伝 趙　　　荷 森脇和郎 野生マウヌ、の遺伝 昭62．12．21～
中国衛生部

蘭州生物制llll研究所

研究部門 的特性の分析 昭63．12．20 中華人民共和国
． 　　　一E一一 一一一『『一一一一一・一一一．

細胞遺伝 呉　暁梅 森脇和郎 野性マウスの遺伝 昭62．12．21～
中国衛生部

蘭州生物制品」研究所

研究部門 的特性の分析 昭63」2．20 中華人民共不｜咽

※ その他の外国からの1：な来訪者数 30名

野生ハツカネズミの遺伝変異に関する共同研究のため
中華人民共和国衛生部蘭州生物制品研究所を訪ねた．
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総合研究大学院大学生命科学研究科遺伝学専攻の概要

1．設置の目的

　総合研究大学院大学は，国立大学共同利用機関との緊密な連係及び協力の下に，その優れ

た研究機能を活用して，高度の，かつ国際的にも開かれた大学院教育を行い，学術研究の新

しい流れに先導的に対応できる幅広い視野を持つ，創造性豊かな研究者の養成を目的として

る。

2．教育研究の概要

　遺伝学は，生命現象を遺伝子との関連のもとに解明する学問で，分析的であると同時に極

めて学際的性格を具えています。この学問は，従来から生物学の一分野にとどまらず，理学・

農学・医学・薬学等の隣接分野とも深い関わりをもってきましたが，近年の分子レベルにおけ

る遺伝学の目覚ましい発展に伴って，今日では広く生命科学の中核として重要な役割を担う

ようになりました。

　本専攻は，母体となる国立遺伝学研究所で進められている分子・細胞・個体・集団の各研

究分野及びこれらを基盤とする応用的研究分野において，遺伝学の最先端を学習させるとと

もに，高度でかつ独創性のある研究題目について，数多くの実験生物系統と，よく整備され

たDNAデータベース並びに放射線・アイソトープ装置等をも活用して教育研究します。

3．教育研究の特色

　遺伝学は独創的・先端的で高度かつ学際的学問であることの特殊性から5大講座に設置す

る特色ある各授業科目をすべて選択性としています。また，各大講座には演習を設け，積極

的な受講を促すとともに研究指導の指針としています。

　更に，母体となる国立遺伝学研究所において実施される定期的な研究活動（内部交流セミ

ナー，抄読会，Biological　Symposia等）の参加を義務づけるとともに，国立遺伝学研究所に

既存する遺伝実験生物保存研究センター，遺伝情報研究センター，放射線・アイソトープセ

ンター及び実験圃場が持つ機能，施設・設備等を十分に活用できるようになっています。

4．修了要件及び学位の種類

（1）修了要件

（2）学　　位

　3年以上在学し，本専攻で定めた授業科目について，10単位以上修得し，

かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文を提出し，その審査及び最終試

験に合格することが必要です。

　ただし，在学年限に関しては，優れた研究業績を上げた者については，弾

力的な取扱いがされることがあります。

　理学博士。なお，研究内容によっては学術博士が授与されます。
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